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はじめに

わが国では 1890年代から栽培あるいは土着植物に寄生・共生する菌類の同定に関する研究

が盛んに行われてきた。現在では穀物など有用植物では寄生菌種リス トが出版 0データベース

化され,作物生産に被害を与える菌類の研究・防除に役立てられている。しかし,特に有用と

は言えない野生植物においては寄生・共生菌類はほとんどデータベース化されておらず,過去

の貴重な報告も散逸する可能性があった。筆者は 2000年に出版された日本植物病名目録の野

草病名の項の編纂に携わったが,こ れに記載したのは 90属 の野草に寄生する 219種の細菌・

糸状菌種にとどまった。そこで農業環境中に生息する菌類をインベン トリーとして記録し, さ

らには野草の微生物除草剤などの開発に役立てるため,わが国の野草でこれまでに報告された

全寄生・共生菌種を記録することにした。結果として,95科 1616種の野生植物に寄生する312

属 1317種 (亜種等を含む)の菌種を記録し,「 日本野生植物寄生・共生菌類目録」農環研資料

第 26号 として 2002年 3月 に発行した。

内容・特徴

菌和名があるものはこれを記載し, さらに学名 [異名 (synOnym)],発生植物和名・学名,文

献を記載した。また,必要に応 じて各菌の学名についての疑義,中 間寄主等を備考として記載

した。採用した学名についてはできるだけ綿密な検討を行い,主に小林ら (植物病原菌類図説 ,

1992)に 拠ったが,以下の菌群については,以下のように現時点で正当と考えられる学名を記

した。

(1)サ ビ菌類

Hiratsukaら (The rllst■ora of Japan,1992)の記載に従い,特に 1930年代に記載された学名

については現在の学名に書き換えて記録した。

(2)ウ ドンコ菌類

現在でも分類学的に問題の多い菌群であり,野村幸彦 (日 本産ウドンコ菌科の分類学的研究,

1997)が最も新しいため,こ れに従つて学名を変更した。ただし,曖味な記載も多いため,類

似種等も極力残すようにした。
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(3)ク ロボ菌類

柿鳥 (日 本産黒穂菌類の分類学的研究,1982)に 専ら拠ったが,やや古いため Vttky(Europcan

Smut Fungi,1994)に 従い,最新の学名を取り入れた。

(4)糸 状不完全菌類

葉枯性病変を引き起こす &κοψο″αとその類縁菌については,Guo& Hsich(Thc Genus

Ps`″あσ
`κ
οψο″α in China,1995)に Ps`夕あεθrεθψθ/α 属

への移行が詳しく記述されているため,

これに従つた。

Web公開と追録

さらに,2003年 1月 にはこのデータベースを Web上で検索機能を付けて公開した。公開に

当たつては目録の出版時に見落としていた文献情報および 2002年度に発表された野生植物寄

生・共生菌データを付加した。付加 したデータは次頁以降の「日本野生植物寄生・共生菌類目

録」 (追録 1)に記載した。データベースの詳しい内容については「インベントリー」本号に

掲載されている研究 トピックスを参照されたい。Web上でのデータ検索は菌学名および植物

学名のテキス トデータによる一覧表検索としたが,そ の他にキーワー ドを用いた検索も可能と

した。しかし,Java言語プログラムに若干の不備があり,現時点ではNetscapc Navigatorあ る

いは Intemet Explorcr vcr.6を使用しないと検索できない。この点は早急に改良する予定である。

さらに本データベースは 48種の日本産糸状菌類図鑑ともリンクしているが,さ らに情報を充

実させ,ま た微生物標本館で所蔵する野草寄生性微生物標本情報とも将来リンクさせる予定で

ある。

問合せ先

農業環境インベントリーセンター 微生物分類研究室 月星隆雄

電話 :029-838-8356,E― maⅡ :tuh@五aCS.affrc.gojp
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日本野生植物寄生・共生菌類目録 (追録 1)

オモダカ科 ALISMATACEAE 単子葉植物  スズメノヤ リ類 Z″ zクル spp.

オモダカ類 &ぼ′レノα Spp.         炭疸 (たんそ)菌 (AnthracnOsc)
オモダカ ∫′″ψ′ノαL.           cο ル′οr″ブ働″″ルz″ルθ TOgashi&Onuma

[発生植物]ス ズメノヤリ類
P″肋 S′ノε″ 励 s″α′な var.″ブ″θr Ellis&E177crh. [備 考 ]ス ズ メ ノ ヒエ と記 載 され て い る が ,

(斑点症状)                スズメノヤリの間違いと思われる。
[発生植物]オモダカ            [文 献]/Jヽ林,1993
[文献]月 林ヽ,1994

ユ リ科  LILIACEAE 単子葉植 物
イ ネ 科  GRANIINEAE単 子葉 植 物

ウバユリ類 Cαr″οθ″′″夕″spp.
ススキ類 y77Sθ"麻 spp.          ウバユリ C θθ″力r7z“ (Thunb.)Mよ ino
ススキ ν sノ″′″sノs Andcrss.

Pわノ′′θs′た′α εα/Jliθθガ″ガMiura(斑 点症状 )
Phッl:Os′ブσ″″おεα″rbli Miura(斑 点症状)    [発 生植物]ウバユリ
[発生植物]ス スキ             [備 考]/Jヽ林 (1994)は 所属が判断できないと
[備考]ノJヽ林 (1994)は所属が判断できないと  した。
した。                  [文 献]月 林ヽ,1994
[文献]/Jヽ林,1994

アマ ドコロ類 Pθみ4′″α′″″ spp.
ヨシ類 P乃″鱈″′θs spp.          ヒメイズイ (ヒ メアマ ドコロ) P.力″

“
ル

ヨシ (キタヨシ,ア シ)P.α夕srrαtts(cⅣ .) Fisch.
Trin.cx Steud.

セ イ タ カ ヨ シ  P.肋 滋  (Retz.)THn.ex Pゎ ″′θS′′ε″′″落ο″α′ブBaumlcr(斑 点 症 状 )
Steud.                  [発 生植物]ヒ メイズイ

[備考]/Jヽ林 (1994)は文献未調査とした。
ファエオスフェリア菌            [文 献]/Jヽ林,1994
(1)Pα″″乃αθοψ乃″″ノα ″ノ″ο′ガ (Wcstend.)
Erikss.

(2)PみασoΨttα
`″

ノα屁″αεノα (Sacc.)ShOcm.&   ッリフオくソウ牟「 BALSAMINACEAE  ttf:斧
Babcock                              在]グ鎮
(3)Pttαιθ平乃α

`″

ノα″lig/ι″s(Robcrge in Dcsm.)

H01m                   ツ リフネソウ類 ル′α′たバ spp.
(4)刀物

`ο
ψttαιガαοッzα`Miyよ

e         ツリフネソウ エ′αわ″ノMiq.
[発生植物]ヨ シ,セイタカヨシ       Pゎ ″′οS′ノε′αノ〃ρα′ブι″Sな Miura(斑点症状 )
[備考]健全葉から分離           [発 生植物]ツ リフネソウ
[文献]Fukuhara ct al.,2002         [備 考]刀 林ヽ (1994)は 所属が判断できないと

した。
Zυゎψttθ″″Jlinノα tts′″α′ノs McAlpinc      [文献]月 林ヽ,1994
[発生植物]ヨ シ,セイタカヨシ
[備考]健全葉から分離
[文献]福原ら,2002            アブラナ科 CRUCIFERAE

(BRASSICACEAE)離弁花類
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ナズナ類 Cη∫α′α spp.          [発 生植物]イ タドリ

ナズナ Cη sθ〃αらタバαフαsわ″′S Medic.    [備 考]月 林ヽ (1994)は 所属が判断できないと
した。

Pリガ′οSrブθ″θηsθJ/a`Naito(斑点症状)    [文 献]/Jヽ林,1994

[発生植物]ナズナ
[備考]ノjヽ林 (1994)は 文献未調査とした。

[文献]月 林ヽ,1994              ギシギシ類 R夕
“
α spp.

スイバ R.αθιわsα L.

マメ科 LEGUMINOSAE離 弁花類       Pり ′′οS″θ″ S`あsα
`Sacc.(斑

点症状 )

[発生植物 ]ス イバ

ホ ドイモ類 々 ブοs spp.          [備 考]ノ Jヽ林 (1994)は 日本での発生を疑間と

ホドイモ И.ヵ″′ク″ノMaxim.       した。

PのあS′た′αηノοS′ S―/a/′夕″α Millra(斑 点症状) [文 献]/Jヽ林,1994
[発生植物]ホ ドイモ
[文献]/Jヽ林,1994

キンポウゲ科 RANllNCLILACEAE 離弁花
類

ヌスビトハギ類 Dθs“οJli″″spp.

フジカンゾウ D.滅励α″′Oliver       カラマツソウ類 ルα′′θrr″″spp.
カラマツソウ r α9夕滅響ヵ′′夕″L.

P″肋 S″σ′αル S″οJli′ Enis&Evcrh.(斑 点 症 状 )

[発生植物]フ ジカンゾウ          P″ ′′οS′ノθtt sθ″θブ0″′s Fuckel(斑 点症状)

[備考]/Jヽ林 (1994)は Pり肋S′ブε′α属菌ではな  [発生植物]カ ラマツソウ
いとした。                [備 考]ノ Jヽ林 (1994)は 日本での発生を疑間と

[文献]ガ 林ヽ,1994             した。

[文献]月 林ヽ,1994

センダイハギ類 動ι″りsノs spp.
センダイハギ r′ηブ″。ブルs(L.)Link     バラ科 ROSACEAE離弁花類

P″肋 Sr′ε″ 腸物 υ sブJlis Thumen(斑点 症 状 ) ヤ マ ブキ シ ョウ マ 類  ル ク″ω s spp.

[発生植物]セ ンダイハギ          ヤマブキショウマ И.訪 0ブ"s(Walt.)Fem.
[備考]月 林ヽ (1994)は 日本での発生を疑間と  var.′θ′″滲″″S(Nak」 )Hara
した。

[文献]月 林ヽ,1994             Pり ′′θSrた′αα″夕″ε′Naito(斑点症状 )

[発生植物]ヤマブキシヨウマ

[備考]ノjヽ林 (1994)は 文献未調査とした。

タデ科 POLYGONACEAE離 弁花類     [文 献]月 林ヽ,1994

タデ類 P″燿ο″″″ Spp.
イ タ ドリ P.θ″ψノカル

“
Sicb.et Zucc.    ユ キ ノシ タ科  SAXIFRAGACEAE 離弁花

類

(斑点症状 )

(1)Pわ′肋Srた′αgなα″わ
“
α
"ル
放Miura      チダケサシ類 Иs′ガb`spp.

[発生植物]イ タドリ             トリアシショウマ И.腸αれらθ低ノブvar.εο″gθ s′α
[備考]/Jヽ林 (1994)は Pり〃θS′た′α属菌ではな  Boiss.

いとした。

[文献]/Jヽ林,1994             Pり ′′θS″θ″
“
″レs Miura(斑 点症状)

(2)Pリノ肋s′た′α′鱈ιψ ″′S Miura      [発 生植物]ト リアシショウマ
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[文献]月 林ヽ,1994 Pり′′οS`た′αノ̀
″
ヶαθ―r頓励′αι Mhra (斑点症状 )

[発生植物 ]ク ルマノ`

セ リ科 UNIBELLIFERAE 離弁花類
マ         

ハグマ,カ シフバハグ

[備考]ノJヽ林 (1994)は

シシウド類

いとしたc     P秒
′あS′ブε″ 属菌ではな

И″gι′ノθα spp.

アマニュウ

[文献]ノJヽ林,1994
И.`J2/′ノs NIiyabe ex Yabe

P″あS′ブθ′αα″メルθたοルMiura(斑点症状)

[発生植物] アマニュウ,             
ソ科  LABIATAE

[備考]月 林ヽ (1994)は ノ                     

合弁花類

いとした。     )わ
ツ::οs′た″ 属菌ではな カキ ドオシ類 Gル磁 (

[文献]/Jヽ林,1994             
カキ ドオ     9″

α Spp.

シ  G ttd“αθθα L. subsp.g/α,7ぬs

(A.Gr等 ) Hara

キク科 COMPOSITAE
P秒′′οS′た′αルκノ励α Ellis&Kellem.(斑 ′点症

弁花類        (ASTERACEAE)合
状 )

[発生植物]カ キ ドオ

ノブキ類 Иル″οεα″あ″
[文献]ノJヽ林,1994

ノブキ И. カメ
“
α′αた″″ ISpp.■dgcw.

Pり::οS′た′ααル″θεα夕あ″麻 Millra(斑 点症状 )     
ソウ類 五θタテ ンニ ン

[発生植 物 ] ノブキ

θOSε
`′
rrr/″2 spp.

フジテンニンソウ ニ

[文献]/Jヽ林,1994                       

ι″θ°Sσ響″″″′sp.

Pわ″′οS″θ′α εθ
“
α″訪Oψ ttαθθα Hara

[発生植物]フ ジテン     (斑
点症状 )

シオン類 Иsた″spp.                     

ニンソウ

[備考]/Jヽ林 (1994)は文献未調査とした。

ノコンギク

[文献]/Jヽ林,1994
И.電ι″α

`ο

ides var.θ ッα′夕s (Fr. ct

Sav.)Nakai

ア ー バ ス キ ュ ラ ー

mycorrlliza)    
菌 根 菌  (      

オ ミナエ

Arbuscular      tt VALERIANACEAE 
合弁花

類

[発生植物 ] ノコンギク

[文献]烏 ら,2002
オ ミナエシ類 Pα rr′″7α spp.

オ トコエシ P.vliJFasα (Thunb.)J

メタカラコl                               uss.ウ類 Zlig″比

メタカラコ       
″″α Spp.          Pり

〃ο∫′li6・″′α′″ブ″α
`―

ジ′あsαθ Miura

[発生植物]オ トコエ     (斑
点症状 )

ウ Z.sた″οθ響力αル (Maxim.)
Matsllln. だし3Юidz.                                                   

シ

[備考]/Jヽ林 (1994)は

いとした。     P″
′あS″ε″ 属菌ではな

[文献]/Jヽ林,1994
Pり::οS″ε″ ″″gタレ ノαθ Togashi&Katsuki(斑
点症状 )

[発生植物 ] メタカラコゥ          
★本追録は 2003年 3 月現在のものである。

[備考]刀 林ヽ (1994)は 文献未調査 と

[文献]月 材ヽ

した。
こ, 1994

コウヤボウキ類 Pθrヶθ

クル =7バハ 多グ・ 7  P.″ zgiSpp・:カル (Miq.) MJ(ino

カシワバハグマ P.“ b″s″ (Ma対m.)Bcauv.

-41-


